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研究成果の概要（和文）：本研究では, 生涯にわたり成長をするために, 自己調整学習(self-regulated 
learning: SRL)を越えたフレームワークとしての新しい学習モデルを開発することを目的とする. SRLは, 基礎
的な学習スキルを習得させるというリメディアル的要素が大きい。そのため, 本研究では、一生学び続ける生涯
学習を真に享受するための自律性, 継続性, 創造性に関する要因を探求し、ペダゴジー(子供を対象とした教授
法)、アンドラゴジー(成人学習理論)に加え、ヒュータゴジーと共生、イノベーティブマインドなどを取り入れ
た学習モデルを構築した。 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to propose a new learning model for the 
appreciation of learning through the whole of life beyond self-regulated learning (SRL). SRL was 
originally developed with a remedial purpose to help younger students learn how to learn. However, a
 framework or model for lifelong learning in this changing society is required. In this research, 
the factors affecting effective and enjoyable lifelong learning were explored, and the research has 
resulted in a learning model that was developed based not only on pedagogy and andragogy but also 
heutagogy and co-existing (Kyohsei) and innovative minds.

研究分野： 教育工学、言語教育

キーワード： 生涯学習　自己調整学習　学習モデル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的意義は、人生を充実させるための生涯学習に関する要因を探求し整理したことにより、学び
に関する観点を多様化させることに貢献できたと考える。ペダゴジー、アンドラゴジー、ヒュータゴジーの特徴
を再整理し、一生学び続ける生涯学習を真に享受するための自律性, 継続性, 創造性を含む、広い概念の学びに
は、更に、共生、イノベーションという概念を含む必要があることを提案したことは意義深いと考える。社会的
意義として、本研究で整理し体系化した、人生を豊かにするための要因などにより、好ましい生涯学習の方向性
を示すことができたと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
毎週決められた時間に教室で実施される従来型の教育と異なり, オンライン教育では, 時空

間の制約がなくなりフレキシブルに学ぶことが可能となるが, 学習者はいつどこでどのように
学ぶのかを自身で決め実行する必要があり, より高い自律性が求められる. これに伴い, 自律的
学習手法と態度を習得するために自己調整学習(SRL)をベースに学習支援方法が提案されてき
ている. 多くの SRL 実践と研究では, 科目の修了率を上げ, 課題などを期限内に提出するため
の支援には, SRL 理論の援用が有効であることが示されてきた. 一方で, 就業力強化が課題とな
っている我が国の高等教育機関において卒業後も学習し続け生涯にわたり学ぶという姿勢を育
む必要性には, SRL では対応が難しいことが示されてきた.  
 OCW(Open Courseware)や MOOC(Massive Online Open Course)など教育のオープン化や
インフォーマル学習などの新しい教育のムーブメントにおいても, SRL の枠を抜けきらないで
いる現状がある. そのため, 学びの好機が提供されているにも関わらず, 修了率が非常に低く, 
自由な学びを享受できない学習者が多くいる. また, 21 世紀型スキルや学び続けるための学び
(Learn to Learn)などが提案されているが, SRL のように具体的なスキルの習得方法などは明確
に示されておらず, フレームワークとしては活用が難しい. SRL に類似する理論に SDL(Self-
Directed Learning; Knowles, 1975)があるが, SRL 同様に, 学習方法に重きをおいているため, 
育成が急がれているよりイノベーティブな人材に必要な先見性, 創造性, リーダーシップ, 具現
化する力などを育成するフレームワークとしては十分に機能するとは言えない. また, SRL を拡
張した社会的共有調整など新しいモデルも開発されてきているが, 目の前にある課題をいかに
解決するかを扱うモデルとなっている. そこで, 今必要とされる人材育成において活用できる
フレームワークが不足し, 新しいモデルの開発が必要な状況であった. 
 
２．研究の目的 
本研究では, 生涯にわたり成長をするために, 自己調整学習(self-regulated learning: SRL)を

越えたフレームワークとしての新しい学習モデルを開発することを目的とする. 自律的学習方
法と態度を育成するために, SRL が注目され, 国内外で多くの研究および教育実践が行われてい
るが, SRLは, 基礎的な学習スキルを習得させるというリメディアル的要素が大きい. そのため,  
ICT 活用教育, 一生学び続ける生涯教育を真に享受するための自律性, 継続性, 創造性を, SRL
をベースには育成することは難しい. また, 21 世紀型スキルや教育のオープン化, インフォーマ
ル学習などの新しい教育の動向に適応するには限界がある. 本研究では, フォーマルとインフ
ォーマルな状況で, 能動的に学び続け, 創造的でイノベーティブに行動する人材育成を可能に
する新しい学習モデルの開発に挑戦することを目的とした. 本研究の成果として, 現在の学習
環境に適応した学習モデルを提案し, 生涯学習を享受するための素養を育成するための方向性
を示すことを目指した.  
 
３．研究の方法 
 本研究では, 研究方法として大きく 2つの段階を設定した. 第 1段階では, 生涯にわたり成
長を続け, 生涯学習を享受するための要因について探索的に調査した. 方法としては, 国際的
教育研究機関(ibstpi)のコンピテンシー開発モデルを援用し, 要因の同定と検証を行った. 文
献調査, 生涯学習に関する調査, ハイパフォーマーに関する調査を行った. 2017 年度には, フ
ェーズ 1（文献と実践のレビュー）を行った. フェーズ 1として, 学際的に広く文献調査を行っ
た. 新しい成人学習理論で課題となっているスピリチュアリティ, アイデンティティ形成, 身
体を使った学習や非西洋的視点も考慮した. また, 人間性心理学や認識心理学など人間の根底
にある欲求や動機などにも配慮した. さらに, ハイパフォーマーへインタビューを行い, 新し
い学習モデルに必要な要素を抽出
した.また, 文献調査により, 本
研究で要因の抽出およびモデルの
検証で活用するための, 関連する
尺度を検討した.  
2018 年度には, 平成 29 年度に

行 っ た 国際的 教 育 研 究 機 関
(ibstpi)のコンピテンシー開発モ
デルフェーズ 1（文献と実践のレビ
ュー）と, 抽出した学習の要素の
関連性について, サーベイ調査と
有識者レビューを行い, 体系的に
整理した. キャリアアダプタビリ
ティ, キャリアレジリエンスから

図 1 ibstpiコンピテンシー開発モデル 



 

 

学習の意義づけを行った. サーベイ調査では, 高等教育機関において各種尺度によりデータを
収集し, 各尺度項目間の相関について分析を行った. 2019 年度は, これまで整理してきた学習
モデル案に対して, 有識者を対象にヒアリングを行った. また, 2018 年度に収集したキャリア
レジリエンスや生涯学習に関するデータをさらに分析し, モデルの要素間の構造および既存の
学習アセスメントとの関係性などを調査した. これらの結果をベースに, モデルの要素, コン
ピテンシーおよび行動記述への見直しを行い, コンピテンシーおよびモデルを再構築する準備
を行った.2020 年度は, モデルの妥当性を検証するために, 10 代から 70 代までのより幅広い年
代を対象に合計 2253 名に対し, 新しい学習モデルに関する質問項目と関連する理論に関する尺
度から構成する web調査を行った. その結果, 関連する各尺度とも高い関連性を示し, モデル
の妥当性が示された. 人生における幸福度に関し, ステップワイズ回帰分析を行った結果, 「生
きる意味を知っている」という項目が, モデル投入順が最初であり, 影響力の多い要素である
ことが示された. 詳細の分析結果は今後研究成果として公表していく.  
 
４．研究成果 
本研究では, 生涯にわたり成長をするために, 自己調整学習(self-regulated learning: 
SRL)を越えたフレームワークとしての新しい学習モデルを開発することを目的した. SRLは, 基
礎的な学習スキルを習得させるというリメディアル的要素が大きい. そのため, 本研究では, 
一生学び続ける生涯学習を真に享受するための自律性, 継続性, 創造性に関する要因を探求し, 
ペダゴジー(子供を対象とした教授法), アンドラゴジー(成人学習理論)に加え, ヒュータゴジ
ーと共生, イノベーティブマインドなどを取り入れた学習モデルを構築した. モデル開発の途
中で, すでに発表した 2つの研究成果について以下にまとめる. 生涯学習とキャリアレジリエ
ンス, 憧れと人生の目標を持つことの学びへの影響について考察した.  
 
4.1 合田美子・山田政寛・新目真紀・半田純子・長沼将一・上田勇仁（2019.9）大学生の生涯学
習とキャリアレジリエンスの関係．第 44 回教育システム情報学会全国大会（静岡大学）発表論
文集，53-54 
本研究は，大学生の生涯学習スキルとキャリアレジリエンスの関係を明らかにすることを目

的とする. 工学部 2年生 68 名の生涯学習尺度(Wielkiewicz & Meuwissen, 2014)とキャリアレ
ジリエンス尺度(児玉, 2015)に対する回答を分析した. その結果, 生涯学習と, キャリアレジ
リエンス全体および下位 5 要因すべてに有意な相関がみられた. 生涯学習の項目毎とキャリア
レジリエンス全体との分析では, 「学んだことを他の人と会話する」が最も正の相関が高く, 「私
は批判的思考をとる」には有意な相関は見られなかった. 
 
4.1.1 はじめに 
高等教育において, 卒業後も主体的に活躍できる人材を育成することが期待されており, そ

の中で, 生涯学び続ける基礎を培い(1), キャリアレジリエンス(CR)と呼ばれる, 充実したキャ
リアを形成するための資質が求められている(2).  
CRとは, キャリア形成を脅かすリスクに直面した時, それに対処してキャリア形成を促す働き
をする心理的特性と定義され(3), 社会や仕事の変化にかかわる危機に対応し回復する力である. 
CRを効果的に機能させるためには, 状況を見極めたり, 失敗から学んだり, 学びが関係すると
考えられる. そこで, 本研究では, 大学生の生涯学習と CRの関係を明らかにすることを目的と
した. 
 
4.1.2 研究方法 
・調査方法と調査対象者 
2019年 1月に Moodle上のアンケート機能を使い質問紙調査を実施した. 質問紙には個人を特定
することはないと明記し, 口頭でも本調査への参加は任意であることを伝えた. 対象者は, 国
立大学工学部 2年生 93 名(男性 74人, 女性 19人)であり, 欠損値を含まない有効回答数は, 68
人(男性 52人, 女性 16人)であった.  
・質問紙 
生涯学習に関しては, Wielkiewicz Lifelong Scale (LLS)(4)を採用した. LLSは, 5 段階リッ
カート尺度で 16 項目から構成される.  
CR測定には, 児玉(2015)が開発した尺度を使用した(3). 尺度は, 4 段階リッカート形式の 34
項目から構成され, 問題適応力, ソーシャルスキル, 新奇・多様性, 未来志向, 援助志向の 5
要因が含まれる. 
 
4.1.3 結果 
未来志向が低い結果となった. LLSと CRの相関について, LLS 全体(合計)は, CS 全体, CS 各

要因と有意な正の相関があった. LLSの項目毎と CR 全体の結果を見ると, 「私は新しく学んだ
ことについて他の人と会話する」が CR 全体と最も相関が高かった. 「私は批判的思考をとる」
のみ, 有意な相関が見られなかった. 



 

 

 

4.1.4 考察 

  生涯学習とキャリアレジリエンスには, 正の関係が存在することが示唆された. 学習の仕

方では, 他の人と学ぶ方法は, キャリアレジリエンスと高い相関が示された. 批判的思考とは, 

相関が見られなかった. これは, 大学生の批判的思考の捉え方が意図したものと異なっていた

可能性がある. また, 相関が低めの項目には, LLSの項目が, 動画から学ぶなどを含まず, 現

在の学習方法に合致していないことに起因するとも考えられる. 

 

4.2 合田美子・山田政寛（2020.9）憧れや目標を持つことの学びへの影響 -大学生における生涯

学習とキャリアレジリエンスとの関係-．第 45 回教育システム情報学会全国大会（オンライン）

発表論文集，183-184 

本研究は, 憧れや人生の目標を持つことがどのように学びに影響しているかを明らかにする

ための基礎研究である. 大学生 67 名を対象とし, それらが生涯学習やキャリアレジリエンス

(CR)とどのように関係するかを明らかにすることを目的としている. 生涯学習尺度

(Wielkiewicz & Meuwissen, 2014)と CR 尺度(児玉, 2015), やりたいことの方向性, 憧れ・目

標に関する 2つの質問への回答を分析した. 憧れや目標を持っていることは, 生涯学習および

CRの 5要因のすべてに, やりたいことの方向性は, CRの未来志向以外の要因と正の相関があっ

た. また, 重回帰分析の結果, 大学生の時点で, やりたいことの方向性, 憧れや目標を持つこ

とは, 生涯学習や CRの分散のうち, 半分程度を有意に説明していた. 

 

4.2.1 はじめに 

憧れや夢, 理想, 目標などを持つことは学習の動機に繋がるとされてきた. 小さい時の感激や

感嘆がその後の人生に影響するという報告もある. ギフテッド教育においても, 憧れや目標は

その後の学習にとって重要な要因である. 自己調整学習や共調整学習, 社会的共有学習は, 学

校教育の成功に必要とされる. 一方, 変化に富み多様な社会へ適応するために, 生涯学習(1)や, 

リスク対処, キャリア形成を促す心理的特性であるキャリアレジリエンス(CR)(2)が必要である. 

CRは, 失敗から学ぶなど, 学びと関係がある. 大学生の生涯学習と CR 全体は, 有意に関係し

ているとされる(5). 学校教育で成功するだけでなく, 社会に適応し, 生涯を通じ, 主体的に学

び続けるために考慮すべき要因を探るため, 憧れや目標を持つことの学びへの影響を調査する.

本研究は基礎研究と位置づけ, 大学時点での, 人生の方向性, 憧れと目標が, 生涯学習, CRと

どのように関係しているのかを明らかにすることを目的としている. 

 

4.2.2 研究方法 

・調査方法と調査対象者 

2019 年 1 月に Moodle 上のアンケート機能を使い質問紙調査を実施した. データ収集にあた

り, 研究の目的とデータの使途, 参加の任意性を説明した. 対象者は, 国立大学に所属する大

学生 67人(男性 51人, 女性 16人)であった.  

・質問紙 

質問紙は, 2 尺度合わせて計 50 項目と, 方向性, 憧れ・目標に合う質問 2項目の合計 52 項目

と影響をうけた事柄についての自由記述を含んだ. 生涯学習に関しては, Wielkiewicz 

Lifelong Scale (LLS)(4)を採用した. LLSは, 5 段階リッカート尺度で 16 項目から構成される. 

CR 測定には, 4 段階リッカート形式の 34 項目から構成される児玉(2015)の尺度を使用した(3). 

問題適応力, ソーシャルスキル, 新奇・多様性, 未来志向, 援助志向の 5要因が含まれる. 著

者らが用意した 2 項目は, 「Q1 幼いころからやりたいことの方向性にブレはない」「Q2 こんな

人になりたい, こんなことをしたい, こんな生活をしたい, という憧れや目標がある」であり, 

4件法で回答してもらった. 自由記述では, 「これまでの人生で, 影響を強く受けたもの, こ

と, ひとについて, 記述してください. いつごろ, それは起こり(出会い), その時に感じたこ

とを書いてください. また, そのことを今, どのように感じているか書いてください. もし, 

影響を受けたもの, こと, ひとがない場合は, 大切にしている言葉または好きな言葉について, 

説明してください. 」と指示した. 

 

4.2.3 結果 

やりたいことの方向性と憧れ・目標への回答について, やりたいことの方向性を持ち続けて

いる学生は約半数いた(選択肢 3 と 4 の合計 53.73%). また, 憧れや目標を持っている学生は

61.20％であった. 方向性と憧れ・目標と, LLS 全体と CRの 5要因の相関については表 1の通り

である. 憧れや目標を持っていることは, 生涯学習および CSの 5要因のすべてに, やりたいこ

との方向性は, CSの未来志向以外の要因と正の相関があった. LLS 全体, CR 各要因を従属変数, 



 

 

質問２項目を独立変数とし重回帰分析を行った. この２項目で, LLS 全体, CRの各要因を有意

に説明しているという結果になった(LLS: R2 = .40, CR1: R2 = .55, CR2: R2 = .68, CR3: R2 

= .58, CR4: R2 = .65, CR5: R2 = .48).  
自由記述を分析すると, 未記入または特になしという回答の学生が 17 名いた. その他の 50

名は, 影響のあった事項または好きな言葉などを, 自己の経験を踏まえて具体的に記述してい

た. 例えば, 「私は父が技術者ということもあり, いつも近くで機械などをいじっている父の

姿を見てきた. そのため, 私も機械などをいじるのに興味が出てきて工学部の進学を決めたき

っかけの一つになっている. これから, 新しい時代になってくるにつれ機械などがさらに発達

してくると思われるため, 街づくりなどに役に立つような研究などをしていき少しでも貢献し

ていきたいと考える. 」. 

 

4.2.4 考察とまとめ 

 やりたいことの方向性, 憧れや目標を持つことと, 生涯学習と CRには, 正の相関が存在する

結果となった. また, 方向性と憧れ・目標をしっかりと持っていることで, 生涯学習と CRが有

意に高くなる可能性が示唆された. 大学生の時点でのやりたいことの方向性, 憧れ・目標をも

つことは, 社会に適応するための継続的な学びに対し肯定的な影響がある可能性が示された. 

今後は, 学びの他の側面も考慮し, 大学生だけでなく, 幅広い年代の対象者において調査を行

い, 生涯にわたる学習に影響する要因を更に明らかにしていきたい. 本研究の意義として, 年

代に合わせた学び, 成長に合わせたフィードバック, 支援をするための手法をデザインするた

めの基礎情報を提供することが挙げられる. 

 

表 1 ⽅向性と憧れ・⽬標と, LLS 全体と CR の 5 要因の相関 
  Q1やり

たいこ
との方
向性 

Q2
憧れ
や目
標 

生涯
学習 

CR1
チャ
レン
ジ 

CR2
ソー
シャ
ルス
キル 

CR3
新奇
性 

CR4未
来志向 

CR6援
助志向 

Q1 幼いころからやりたいこ
との方向性にブレはない 

Pearson 
r 1.00 .60** 0.21 .50** .61** .48** 0.19 .34** 

p  0.00 0.09 0.00 0.00 0.00 0.12 0.00 
Q2こんな人になりたい, こん
なことをしたい, こんな生活
をしたい, という憧れや目標
がある 

Pearson 
r .60** 1.00 .52** .64** .72** .68** .69** .56** 

p 0.00  0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

注：* < .05, **< .01, N = 67.  
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